
 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

【企業の本質とは？】 
企業は私たち社員を守ることはありません。

会社組織を守るために平気で嘘をつき、不当

労働行為もおこないます。私たち東労組に結

集し、たたかわなければＪＲ東日本会社の経

営体質を改めることはできません！ 
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【第６回口頭弁論 報告集会】 
５月１４日、口頭弁論傍聴行動とビラ配布行動がおこなわれました。 

終了後、報告集会を開催しリモート会場含め多くの仲間が結集しました。 

◎第６回口頭弁論の主な特徴点 

〇被告人が被害者Ａくんをソファに押し付けたことは会社として問題ないと主張。 

⇒これは手段として相当なものであると書面では主張。 

〇いかなる場合においても口頭によるものだけでなく、言うことを聞かない人に対しては口頭での 

指導によらないものも認められると主張。⇒会社は暴力行為の容認！ 

〇診断書について、被告人は首元を掴んで１メートルほど持ち上げられたという新たな主張。 

⇒集会内で検証をしたが現実的に不可能 

〇これまでの主張は突き飛ばされ、しりもちをついていたと主張をしていたがこれまでと異なる 

主張をおこなう。 

【まとめ】 

① 被告人が虚偽申告をおこなったこと。 

② 改めて処分に正当性がなかったことを主張！ 

【
 

次回、第７回口頭答弁は７月１３日です 

【各地のたたかいの報告】 
【仙台地本】 

・この武蔵小金井駅暴行事件を自分事ととらえ、寒い中でもビラ配布をおこなってきた。 

・職場では組織再編が近づいている。未加入者の話で、１on１ミーティングで、通うことなど自分の事情を管理者に

伝えたところ、「わがままだ」と言われる。自分の主張をしても管理者に伝えても否定をされることに絶望し会社を

やめようかと悩んでいたが、その後闘う東労組の運動に感銘をうけて新規に加入！！わたしたちがみんなに寄り

添っていくことが大事である。 

【八王子地本】 

・分会レクに参加する組合員や未加入者に対し、管理者から組合レクの参加を止める様に促す話がされた。 

現場長に事実確認として聞きに行ったが、詳細を話すことはなかった。 

不当労働行為の発生をみんなに広め組織強化を目指していく。 


